
 

◆質疑応答◆ 
野澤）討議１に関して、「プロジェクトマネジメントにおいて、出口イメージが大切だというお話がありました。その

中で応用研究や実用化までのスケジュール感、５年先、10 年先などは重要かと思いますが、昨今の IoT
とか ICT 技術が日々進歩していく中で、異分野連携を行う際のスケジュールの設定の考え方など、ご教

示いただきたいと思います。」という質問です。若原さん、ご意見を頂けますか？ 
若原）確かに ICT の技術はテンポが速いですが、もう一つ言えることはバラつきが大きい可能性があります。

その中で本当に使えるパートナーを見極めることとタイム設定はリンクしていると思う。だから「この技術を

あと何年で市場化できるのか」という目利き的な判断をプロマネ側が持っていることが重要です。ヒューマ

ンリソースも少ない中で、筋は良いが凄く時間が掛かるＩＴ系の技術もあれば、どんどん変わっていく技術

もあります。その辺を見極める力がプロマネには必要だと思います。 
バックキャスティングという言葉が先ほどから出ていましたが、大学の先生とか研究者は基本的にバック

キャスティングが苦手だと思います。なぜかというとフォアキャスティングで、基本的に過去の文献から自

分の研究の新しさを位置付けていくからです。バックキャスティングは本当の未来にあるものから考えなけ

ればならないので、そういう能力に長けた人間を集めてくるのが一つの考え方です。時間設定はそれらに

依存します。 
それともう一つ、ＴＲＬの段階１～９を全て同じ人がやる必要は無いと思います。基礎研究は基礎研究でや

れば良く、正確なバトンタッチすることが重要です。ゼネコンの研究は、最終的に現場の工事長が基本的

にプロマネをやります。 
一律の答えを見つけ出すよりも、本間さんの意見で「やってみて修正していく」のが重要と思います。 

 
野澤）討議 3 に関して、「連携相手の選定について，RAIMS では参加企業をどのように選定しているのでしょう

か？一般公募であれば，ベンチャーも参入しやすく，もっと違った展開も考えられたでしょうか？」という質

問を頂きました。本間さん、ご意見を頂けますか？ 
本間）私は RAIMS の設立には関わっていないのですが、公募を掛けて希望する組織は全て参加してもらった

と聞いています。色んな企業に参加いただいて、いろんな議論をするのが良いだろうと考えていたと思い

ます。また、ガイドラインを充実するために、他の SIP 参加企業にも声を掛けて入ってもらいました。 

 
～ 以上 ～ 
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